
していくかについて他者との協働を通して考える

地域課題解決型の教育であることです。そして、

この「地域課題解決型AI教育プログラム（リテラ

シー）」が先導的で独自の工夫・特色があるとし

て、令和３年度のMDASH Literacy＋に選定され

ました。

本稿では、「地域課題解決型AI教育プログラム」[1]

の概要や地域課題解決型PBLの取組みについて、

紹介します。

本プログラムでは、学生がディプロマポリシー

に基づく「知識・技能・思考力・判断力・表現

力・発信力」を身に付け、自らの成長を実感する

ことができるAI・数理・データサイエンス教育の

実現を目指しています。

２．地域課題解決型AI教育プログラム
「地域課題解決型AI教育プログラム」[1]のカリキ

ュラムフローを次ページ図１に示します。本教育

プログラムの講義・演習は正規の教育課程におい

て、学生の所属学科を問わず、全学生が履修可能

な科目群として設置しています。リテラシー科目

「AI概論」（１年後期２単位）と応用基礎科目「AI

活用演習」（２年前期２単位）はともに全学必修

の共通教育科目です。１年前期開講の「コンピュ

ータリテラシー」や「数学・統計学基礎」はAI・

数理・データサイエンス教育の前の導入教育とし

て、学生の学修履歴に合わせた学科混成習熟度別

クラス編成で、丁寧な教育を行っています。

工学系大学であるので、リテラシー科目「AI概

論」でも、知識の獲得を目指した講義のみとせず、

工学系学生に必要な教育として、Pythonを用いた
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１．はじめに
本学は、福岡県久留米市にある工学部５学科

（機械システム工学科、交通機械工学科、建築・

設備工学科、情報ネットワーク工学科、教育創造

工学科）、大学院工学研究科修士課程３専攻（エ

ネルギーシステム工学専攻、自動車システム工学

専攻、電子情報システム工学専攻）で構成される、

学生数1,459名の小規模工学系大学です。1966

年の建学以来「人間味豊かな産業人の育成」を建

学の精神としており、「知・情・意」の調和のと

れた実践的教育を行うことを教育理念としていま

す。本学が立地する久留米市は、ものづくりの伝

統があり、福岡県南部の工業地域の工学系大学と

して企業と連携し、地域社会に貢献することを重

要なミッションと位置付けています。

令和２年４月には、AI人材の育成とAI技術によ

る地域課題の解決を目的とし、AI応用研究所を設

立しました。同研究所にはAI教育支援部門を設け

ており、所属学科を問わず全学生が体系的にAI・

数理・データサイエンス教育を学べる体制づくり

を行っています。令和２年度後期からは全１年生

を対象に「AI概論」を、令和３年度前期からは全

２年生を対象に「AI活用演習」を、全学必修共通

教育科目として開講しました。そして令和５年度

には、この「AI概論」と「AI活用演習」をコア科

目としたAI・数理・データサイエンス教育プログ

ラムを全学生が履修することになります。本教育

プログラムの特徴は、AI・数理・データサイエン

スに関する知識や技術を学修するだけでなく、そ

こで学んだ知識・技術を活用して、人々の暮らし

や社会の諸課題をどう解決し、より良いものへと

久留米工業大学における
「地域課題解決型AI教育プログラム」

久留米工業大学
AI応用研究所副所長・工学部教授 小田まり子

河野　　央
千田　陽介

久留米工業大学
学長補佐・工学部教授

(左から　小田、河野、千田）
久留米工業大学
AI応用研究所所長・工学部教授



38 JUCE Journal 2022年度 No.1

数理・データサイエンス・AI教育の紹介

くり」や「社会実装」に取組み、段階的にステッ

プアップしながらAIの応用技術を学び続けること

ができるカリキュラムとなっています。

３．リテラシー科目「AI概論」
（１）カリキュラム
リテラシーレベルのコア科目である「AI概論」

は、１年後期開講の必修科目です。対象となる受

講者は５学科の１年生全員であり、ICTスキルも

モチベーションも大きく異なる学生400人に対

し、一様にAI教育を施す必要があります。「AI概

論」のシラバスは、数理・データサイエンス教育

強化拠点コンソーシアムが定める数理・データサ

イエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキ

ュラム[2]に準拠した構成としました。しかしなが

ら、本学の場合、モデルプログラム[2]ではメイン

に割り当てられている【導入】【基礎】【心得】か

らなる必須項目は押さえつつも、 15回の講義の

半分程度は【オプション】に含まれる工学系学生

にとって重要と考えられる実践的プログラミング

やAI・数理・データサイエンス教育を重視しまし

た（図２）。また、モデルカリキュラムでは

「Excel に用意されている統計的データ分析を行

演習を重視しています。「AI概論」の最後には、

機械学習（教師あり学習：近未来予測、画像分類）

の一連の流れまでをプログラミングで体験します。

「AI概論」に続く、２年前期開講の「AI活用演

習」でも同様にプログラミングによる実装を重視

し、AI・数理・データサイエンスの応用基礎力を

修得します。

本学のAI・数理・データサイエンス教育に関す

る先導性は地域連携課題解決型教育にあり、リテ

ラシー科目「AI概論」を受講後に、全学共通教育

科目「地域連携Ⅰ・Ⅱ」や「インターンシップ」

などの産学連携のプロジェクトにつながる仕組み

を用意しています。したがって、入学後の早い段

階でAI・数理・データサイエンスの知識・技術を

活かし、地域をフィールドに実践力を高めること

ができます。特に、「AI活用演習（選抜クラス）」

では、地域企業や自治体の社会人とともにPBL

（Project-Based Learning）形式でAI技術を利用し

た地域課題解決に取組み、知識・技能・思考力・

判断力・表現力・発信力を身に付けます。さらに、

高学年の「ものづくり実践プロジェクト」や「就

業力育成セミナー」、４年の「卒業研究Ⅰ・Ⅱ」

において、地域の課題解決を目的とした「ものづ

図１　「地域課題解決型AI教育プログラム」カリキュラムフロー

【導入】◆人工知能とは何か　◆社会におけるデータ・AI活用（グループワーク）

◆AI利活用における最新動向（ビジネス・テクノロジー）

【基礎】◆テータリテラシー（データ解析）・統計量　◆プログラミングの基礎

◆Matplotlib（ヒストグラム、箱ひげ図、相関関係、データの可視化）

【心得】◆データリテラシー・AI利活用における留意事項 ◆データを守るうえでの留意事項　◆グループ発表

【オプション】◆Pythonプログラミング　◆AIのための基礎数学（統計の基礎、微分、線形代数の基礎　等）

◆単回帰分析の実装　◆Pythonによる機械学習の実装（画像の分類、回帰予測等）

図２　リテラシー科目「AI 概論」のカリキュラム
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うためのツールや関数の使い方について学び、１

年生の早い段階からデータ分析を行っておくこ

と」などが例にあげられていますが、Excel での

データ操作は「コンピュータリテラシー」で教育

し、「AI概論」ではデータ解析、統計量の算出、

データの可視化についても、全てプログラミング

の演習形式で学びます。

（２）リテラシー教育の方針と教育方法
「AI概論」はリテラシー教育科目であるととも

に全学共通の一般教育科目・初年次教育であるこ

とを鑑み、以下の教育方針を掲げ、実践すること

にしました。

１）必携PCを用いた全学的プログラミング教育

「AI概論」では、学生必携のPCを用いて、プ

ログラミングを重視した教育を実践しています。

同科目は１コマ開講であるため十分な演習時間の

確保が難しく、課題演習の不足を自己学習で補う

必要があります。そこで、自宅でいつでもプログ

ラミングやAI（機械学習）の勉強ができるように、

学生各々のパソコン（必携PC）にPythonプログ

ラミングの実行環境（Anaconda）をインストール

するところから始めます。隔週１コマの演習でプ

ログラミングスキルは身に付かないため、LMS

（Moodle）から教材をダウンロードして、図３の

ような講義動画を視聴しながら、自宅でもプログ

ラミングの予習・復習ができる環境を整え、学生

の自律的な学びを支援しました。また、久留米・

筑後地域の社会人の方にご協力いただき、地元企

業におけるAI・数理・データサイエンス技術の応

用について紹介する内容の動画教材も制作しまし

た（図３）。この教材もLMSから視聴でき、学生

がAI技術を身近に感じ、AI学習へのモチベーショ

ンを高めることに役立てています。

２）実践力の育成・機械学習の実装

基礎的な知識だけでなく高学年次の専門教育段

階での学びに活かせるAI・数理・データサイエン

スの技能を修得してほしいと考えています。その

ため、「AI概論」でも、プログラミングによる

「データ活用実践」や「機械学習の実装」に取組

みます。「AI概論」の最後には、機械学習（教師

あり学習：画像分類・近未来予測）のプログラミ

ング実装を通して、AIを体感してもらい、２年前

期の「AI活用演習」に繋げます。

３）成績上位学生に合わせた教育

工業高校、特に情報技術系からの入学者は、高

校時代に既にプログラミングを経験しています。

また、情報ネットワーク工学科（全員）や交通機

械工学科（一部）の学生は、大学１年次にプログ

ラミングの講義を既に受講しています。そこで、

プログラミング経験者やICTスキルの高い学生の

モチベーション低下を招かないように、対面講義

における演習内容はスキルの高い学生に合わせ、

難易度、授業スピードは下げない方針で教育しま

した。

４）SA・TAによる演習の支援

一方、高校までの学習履歴により、PCスキル、

数学の基礎力が不十分な学生も存在します。そこ

で、令和２年度は「AI概論」の学習内容を学ぶ研

修を受けた情報ネットワーク工学科の学生（AIに

興味がありGPAが高い学生）７名が、SA（スチ

ューデント・アシスタント）として教室を巡回し、

講義・演習を支援しました（図４）。令和３年度

以降は、AI教育を受講した優秀な先輩学生（基本

情報技術者資格やG検定合格者）が演習を支援し

ています。また、講義時間外はAI応用研究所と

図３　講義動画例（Moodleからダウンロード視聴）

プログラミング解説動画例 地域企業におけるAI導入

パワーポイント解説動画例手書き解説動画例

プログラミング個別支援SAの教室巡回

図４　SA・TAによる演習支援
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表１のように、「AI活用演習」もプログラミン

グを重視しており、15回の講義の半分を実践的

プログラミング教育（演習・実技）としています。

PCサポートセンターが連携して学生の質問に対

応しています。

５）AI教育用チャットボットによる支援

プログラミングやパソコン操作を苦手とする受

講生の中には、毎回、課題プログラムの作成に苦

労し、 プログラムのエラーが発生するたびに自

分で解決できず、AI応用研究所やPCサポートセ

ンターを訪問するリピーター学生がいます。そこ

で、いつでも、すぐに、気軽に、「AI概論」の講

義・演習に関する問い合わせができるチャットボ

ットを導入しました。本チャットボットは、多く

の受講生が日頃慣れ親しんでいるLINE上に組み

込んでいます。図５に「AI概論」用LINEチャッ

トボットの例を示します。

本LINEチャットボットにはAIの学習機能を設

け、問い合わせと回答のデータを蓄積すれば、回

答の精度が上がるようにしています。学生がAIの

応用例であるチャットボットを実際に体験するこ

とにより、「AI概論」の講義内容の理解を深め、

AIを身近に感じるという効果も期待しています。

表１　全学共通教育「AI活用演習」のカリキュラム

１回               

２回　　　　　　　　　　　　

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

10回

11回

12回

13回

14回

15回

内容（トピック・キーワード）

AIの活用例，学習理論：AI関連学問分野（高度AI，機械学
習，Industry4.0,ビッグデータ解析・人工知能の変移・機械
学習から深層学習へ・AIの応用事例（物体認識，顔認証，
自動運転）　

データ分析の進め方・仮説検証に関する理解：基礎統計・
予測・仮説検証，t値（片側検定・両側検定・2標本におけ
る解析・対応のあるt検定　・対応のないt検定　

仮説検証（Python）：母平均の点推定・95％信頼区間の推
定，上側信頼限界と下側信頼限界値表示・t値（片側検定・
両側検定）・ヒストグラム・t検定・仮説検定　

分散分析： 一次元分析・二次元分析・最小二乗法　・F値
・p値　・有意差検証

一次元分散・二次元分散（Python）：データ読込，箱ひげ
図，群間・郡内分散・分散分析

単回帰分析・重回帰分析の理解：回帰分析とデータ分類・
単回帰分析・重回帰分析

SVM画像分類：SVM・画像分類・教師あり学習・分類器の
評価（混同行列）

回帰,決定木,ランダムフォーレスト：ホールドアウト法・交
差検証・予測精度・過学習・バイアス

アルゴリズムの違いによる評価（Python）：回帰・決定
木・ランダムフォーレストによる家賃予測・変数列の選
択・価格予測・予測精度によるモデルの最終評価・予測価
格の誤差率・ヒストグラム表示

クラスタリング・主成分分析：教師なし学習・主成分分
析・次元削減・クラスタリング・k-means法

クラスタリング（Python）：データの正規化・データの可
視化（散布図）・クラスターの決定・ｋ-means法による推
定年俸予測

深層学習（ディープラーニング）の基礎：入力層・隠れ
層・出力層・ニューラルネットワークの原理・Early
shopping・ディープニューラルネットワーク

深層学習の応用：深層強化学習・ブートストラップ・動的
計画法・EMアルゴリズム，モンテカルロ法・畳み込みニュ
ーラルネットワーク(CNN),YOLO

ディープラーニングによる画像（Python）：前処理・学習
用データ・検証用データ・テストデータ・学習済みモデ
ル・汎化性能・ホールドアウト法・検証データ・画像認識

AIの課題と今後の発展：AI倫理・AIの社会的受容性・プラ
イバシー保護・個人情報・機械学習の応用・深層学習の応
用・AIとロボット・家庭用ロボット・AIを活用したシステ
ム

図５　「AI概論」用LINEチャットボットの例

４．応用基礎科目「AI活用演習」
（１）カリキュラム
令和３年度前期から全学２年生を対象に開始し

た「AI活用演習」は、本学における応用基礎レベ

ルに対応した講義・演習科目（必修２単位）です。

表１に、全学共通教育「AI活用演習」の内容を示

します。１年前期の「AI概論」と２年前期の「AI

活用演習」の、コアとなる２科目の内容を合わせ

ると、リテラシーレベルと応用基礎レベルの必須

項目[3]を全て網羅します。

「AI活用演習」ではコロナ禍での対応として、

全ての講義・演習を教室での対面講義かZoomで

の遠隔講義かを選択できるハイブリッド型で実施

しました。Zoomでの遠隔講義動画は記録し、本

学LMS（Moodle）からリンクを貼り、復習とし
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て何度も確認できるようにしました（図６）。ま

た、毎講義後、理解度確認小テストをMoodle上

にアップし、復習課題としました（図７）。基礎

統計・検定などの数理・データサイエンス分野

と、CNNなどのAI分野を学び、両分野ともPython

で実装し、座学で学んだ内容の理解を深めます。

表２に同PBLで取り組んだ地域課題解決PBLの

内容を示します。学生がチームを組んで取り組む

各課題は、地域産業界からAI応用研究所に寄せら

れた技術相談の中から６テーマを選びました。

各々の課題は画像認識、感情認識、骨格認識およ

びチャットボットなどのAI技術を利用して課題解

決に取り組みます。プロジェクトの参加者は２年

生31名が主なメンバーであり、教員７名と先輩学生

（Student Assistant（SA）・Teaching Assistant（TA））

６名がファシリテータ―としてグループワークを

支援します。グループメンバーの振り分けは、学

生の希望と、男女比、所属学科のバランスを考慮

して決定しました。また、地域社会人の皆様にも

PBLに参加・協力していただきました。

令和３年９月14日に開催されたAI応用研究所

の開所式では、３チームの学生やSAが成果報告

を行いました（図８）。成果報告会の様子はZoom

でも配信し、他大学の方にも聴講いただきました。

地域課題解決PBLに取り組んだ学生各々が研究成

果報告書をまとめるとともに、次ページ図９に示

すポスターをグループごとに制作しました。

図７　理解度確認小テストの例（Moodle）

（２）選抜クラスでの地域課題解決PBLの取組み
「AI活用演習（選抜クラス）」では、AIを用い

た地域課題解決をテーマとしたPBL方式のグルー

プワークを実施しています。同PBLでは、地域産

業界との協働により、学生がAIの実践的な応用技

術を身につけるとともに、自主的学習能力の向上、

社会人基礎力の養成を目的としています。

表２　AIによる課題解決PBLで取り込む地域課題の内容

図８　成果報告会の様子

課題名

障碍児の教育支援

きゅうりの病気診断

久留米絣の模様ずれ予測

教育用チャットボット

雑草と果樹の判別

自動受付・ヘアスタイル提案

課題提供者・AIによる課題解決手法
（地域特別支援学校からの課題）感情認識や骨格認識により、知的障碍児の感情・集中
度予測を行い、AIがメンタリングする学習支援

（久留米原種育成会からの課題）
画像認識技術を用いた、きゅうりの病気診断予測による農家の支援

（久留米絣織元からの課題）
画像認識（CNN）を用いた、久留米絣の模様ずれ予測

（地域教育委員会からの課題）小学生を対象にした地元広川町について学ぶ教育用チャ
ットボットの開発

（草刈り機メーカーの課題）
画像分類の技術を用いた、自動草刈り機のための果樹と雑草の判別

（美容室経営者からの課題）　顔認証を用いた美容室での自動受付，お客様に似合うヘ
アースタイルの提案

参加人数
学生５名，
SA 1名，教員１名
学生６名，
教員１名
学生８名，
SA１名，教員１名
学生４名，
教員２名
学生４名，
教員１名
学生４名，
TA １名，教員１名

図６　Zoomによる同時遠隔配信（座学講義）

５．おわりに
本教育プログラムは今年で３年目に入りまし

た。AI応用研究所運営委員会は、令和２年度から
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後で「価値判断力・考える力」

「課題発見力・解決力」「創造力」

「チームワーク・働きかけ力」「実

行力」が有意に向上していること

を確認できました（t検定（両側検

定，p<0.05））[4]。今後も、教育内

容や実施方法などについて、受講

者や地域産業界へのヒアリングを

行い、教育内容の見直しを行う等、

本学のAI・数理・データサイエン

ス教育プログラムの開発・実施・

改善・深化を継続し、地域の新た

なニーズに応えられるAI人材の育

成に努めてまいります。
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教育手法、地域AI・データサイエンス人材輩出へ

の期待・要望について意見を聴取しています（図

10）。産業界からは「当カリキュラムを学んだ学

生を積極的に採用したい」「実習も含んだ十分な

教育内容」といった肯定的意見をいただきました。

また、外部評価委員からも、プログラム実装まで

の過程を体感する教育内容、演習手法を高く評価

していただいています。学期末には学生への評価

アンケートも実施し、AIコア科目だけでなく「数

学・統計学基礎」や「コンピュータリテラシー」

に対しても教育内容の改善を図ってきました。

「AI決用演習（選抜クラス）」受講者を対象に

した自己評価アンケートでは、課題解決PBLの前
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図９　地域課題解決プロジェクトのポスター例
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図10　教育プログラムの運営と自己点検評価の体制


